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あ と が き

あ
と
が
き

　
「
奈
良
の
伝
統
工
芸
に
つ
い
て
書
い
て
く
れ
な
い
か
、
ほ
ん
の
数
回
で
い
い
ん
だ
が
」
と
、
考
古
学

者
の
故
網
干
善
教
先
生
（
当
時
、
関
西
大
学
文
学
部
教
授
）
か
ら
、
こ
う
言
わ
れ
た
の
は
、
た
し
か
平

成
八
年
の
初
秋
だ
っ
た
。
ご
次
男
が
、
季
刊
誌
『
大
和
路
』
の
編
集
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
て
、
翌
年
に

予
定
し
て
い
る
連
載
記
事
の
書
き
手
を
さ
が
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

一
、
二
回
な
ら
と
も
か
く
、
連
載
な
ど
と
て
も
か
な
わ
な
い
と
思
っ
た
。
ま
し
て
複
雑
な
工
程
、
そ

し
て
意
匠
、
さ
ら
に
造
形
性
に
お
よ
ば
な
け
れ
ば
、
ま
っ
た
く
と
り
つ
く
島
も
な
い
。
や
や
も
す
れ
ば
、

牙
を
剥
い
て
く
る
わ
け
で
、
正
直
い
っ
て
、
あ
ま
り
気
乗
り
し
な
か
っ
た
。
さ
り
と
て
無
下
に
断
る
の

も
失
礼
に
す
ぎ
る
と
思
い
、
お
受
け
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ほ
う
ほ
う
の
体
で
八
回
分
（
二
年
間
）
の
約
束
を
は
た
し
、
こ
れ
で
無
罪
放
免
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
あ
に
は
か
ら
ん
や
、
編
集
部
か
ら「
も
う
少
し
つ
づ
け
ろ
」と
の
声
。
予
期
せ
ぬ
事
態
に
動
転
し
、

た
め
ら
っ
た
が
、
乗
り
か
か
っ
た
船
と
思
い
、
今
度
は「
大
和
の
諸
職
」に
踏
み
こ
み
、
そ
の
あ
と「
伝

統
行
事
」
へ
分
け
入
っ
た
。

　

あ
ろ
う
こ
と
か
、
い
ま
は
「
街
道
を
あ
る
く
」
が
誌
面
を
汚
し
て
い
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、「
鶯
の
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老
い
聲
」
も
の
か
わ
、
ち
か
ご
ろ
は
、
な
に
や
ら
河
竹
黙
阿
弥
の
歌
舞
伎
「
白
浪
物
」
気
ど
り
。
は
た

し
て
、「
ご
ま
め
の
と
と
ま
じ
り
」
と
嘲
罵
の
声
を
仄
聞
す
る
。
た
し
か
に
弁
天
小
僧
菊
之
助
ほ
ど
の

見
得
な
ど
切
れ
も
し
な
い
の
だ
か
ら
、
は
た
か
ら
み
れ
ば
、
滑
稽
を
通
り
こ
し
、
哀
れ
を
さ
そ
う
三
文

奴
。
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
「
だ
か
ら
言
っ
た
だ
ろ
う
が
、
松
本
清
張
の
『
剥
製
』
を
読
み
直
せ
っ
て
」

の
声
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
。

　

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
の
あ
と
は
、
高
速
道
路
だ
の
、
河
川
護
岸
工
事
だ
の
、
造
成
だ
の
、
再
開
発

だ
の
で
、
日
本
の
美
し
い
風
景
が
捨
て
去
ら
れ
、
山
河
と
い
わ
ず
、
街
と
い
わ
ず
、
村
と
い
わ
ず
、
景

観
は
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
、
ま
っ
た
く
ち
が
う
表
情
を
み
せ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
じ
つ
、
街
や
村

の
「
風
情
」
も
「
営
み
」
も
、ま
た
「
ひ
と
の
佇
ま
い
」
も
、
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

　

何
が
つ
な
ぎ
と
め
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
古
く
か

ら
伝
わ
る
祭
礼
や
行
事
な
ど
、
つ
ま
り
、
伝
統
文
化
と
文
化
遺
産
が
「
く
さ
び
」
と
な
り
、
回
帰
と
環

流
の
磁
場
を
つ
く
っ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
こ
そ
が
、
人
と
人
と
の
、
そ
し
て
心
と
場

と
を
つ
な
ぐ
「
き
ず
な
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
街
づ
く
り
」「
町
の
活
性
化
」「
村
お
こ
し
」
と
は
い
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
伝
統
と
歴
史
的

文
化
遺
産
を
根
っ
こ
に
置
か
な
け
れ
ば
、
成
り
立
つ
は
ず
も
な
い
し
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
破
綻
す
る
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
ん
な
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
と
て
も
踏
み
入
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ

に
も
足
を
延
ば
し
た
。
ま
だ
空
明
け
や
ら
ぬ
と
き
も
あ
れ
ば
、
深
夜
に
お
よ
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ



349

あ と が き

し
て
、
じ
つ
に
多
く
の
方
が
た
と
知
り
合
っ
た
。
そ
し
て
教
え
て
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
ま

ず
は
、
そ
う
し
た
方
が
た
に
本
書
を
さ
さ
げ
た
い
。

　
『
大
和
路
』に
連
載
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
じ
つ
に
数
多
く
の
す
ぐ
れ
た
先
行
業
績
に
導
か
れ
た
。『
奈

良
県
史
』と『
奈
良
市
史
』を
は
じ
め
と
す
る
奈
良
県
内
市
町
村
の
各
自
治
体
史
、『
奈
良
六
大
寺
大
観
』

『
大
和
古
寺
大
観
』
や
『
江
戸
時
代
人
づ
く
り
風
土
記　

奈
良
』、
そ
し
て
奈
良
国
立
博
物
館
や
奈
良

県
立
美
術
館
、
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
発
行
の
展
覧
会
図
録
、
さ
ら
に
各
寺
院
と
神
社
が
発
行
す
る
寺

社
誌
な
ど
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
書
名
と
執
筆
者
尊
名
の
逐
一
を
か
か

げ
な
い
が
、
ど
う
か
ご
海
容
を
賜
り
た
い
。

　
　
　

平
成
二
十
二
年　

初
春

髙　

橋　

隆　

博
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本
書
の
「
美
術
工
芸
」「
伝
統
諸
職
」「
伝
統
行
事
」
は
、『
大
和
路
』
№
四
四
三
（
平
成
九
年
四
月
号
）

か
ら
同
№
四
七
〇
（
平
成
一
五
年
一
〇
月
号
）
に
連
載
し
た
も
の
で
、「
近
代
の
美
術
」
は
不
定
期
に

執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
冊
に
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ら
に
補
筆
し
た
。

　

な
お
、「
近
代
の
美
術
」
の
初
出
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

「
明
治
の
開
封
」（『
太
陽　

正
倉
院
と
東
大
寺
』（
平
凡
社
、
一
九
八
二
年
七
月
）

「
奈
良
の
漆
芸
」�（
原
題
「
大
和
の
漆
工
芸
に
つ
い
て
」）（
特
別
展
図
録
『
大
和
の
漆
芸
』
奈
良
県
立

美
術
館
、
一
九
七
六
年
六
月
）

「
奈
良
の
作
家
た
ち
」（『
毎
日
な
ら
模
様
』（
ナ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
社
、
一
九
八
六
年
二
月
～
十
一
月
）

「
富
本
憲
吉
」

　
　

�〔
作
陶
の
心
〕〔
模
様
〕（
原
題
「
富
本
憲
吉
の
作
陶
精
神
」。『
近
畿
文
化
』
第
三
七
八
号
・
三
八

四
号
、
近
畿
文
化
会
、
一
九
八
二
年
）

　
　
〔
富
本
憲
吉
の
灯
影
〕（
特
別
展
図
録
『
作
陶
の
心　

富
本
憲
吉
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
）

　
　
〔
新
出
の
金
銀
彩
初
期
作
品
〕（『
炎
芸
術
』
第
三
号
、
阿
部
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）

　
　

�〔
心
象
風
景
〕（
原
題
「
富
本
憲
吉
の
風
景
模
様
」。『
陶
工
富
本
憲
吉
の
世
界
─
そ
の
人
間
と
詩
魂

─
』
文
化
出
版
局
一
九
八
三
年
）

　
　

�〔
米
国
か
ら
里
帰
り
の
金
銀
彩
作
品
〕（
原
題
「
富
本
憲
吉
作　

赤
地
金
銀
彩
羊
歯
模
様
蓋
付
壺
」。

奈
良
県
立
美
術
館
「
奈
良
県
立
美
術
館
だ
よ
り
」
第
四
号
、
一
九
七
六
年
）
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写
真
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
諸
機
関
と
個
人
の
方
が
た
に
ご
提
供
と
ご
協
力
を
賜
っ
た
（
敬
称
略
、

順
不
同
）。

　

池
田
含
香
堂
、
今
西
清
兵
衛
商
店
、
飯
田
裕
康
、
浦
西
勉
、
大
林
杜
壽
、
海
藤
隆
吉
、
株
式
会
社
飛

鳥
園
、
北
村
昭
斎
、
弘
仁
寺
、
興
福
寺
、
後
藤
親
郎
、
古
梅
園
、
西
大
寺
、
狭
川
普
文
、
正
倉
院
事
務

所
、
辻
井
由
紀
子
、
東
大
寺
、
奈
良
県
立
美
術
館
、
奈
良
交
通
株
式
会
社
、
富
本
憲
吉
記
念
館
、
平
岡

照
啓
、
福
田
昭
治
、
藤
田
芸
香
亭
、
法
隆
寺
、
森
野
旧
薬
園
、
薬
師
寺
、
薬
舗
菊
岡
、
矢
野
建
彦
、
矢

野
正
善
、
藪
中
五
百
樹
、
前
川
敬
、
前
川
久
夫
、
大
和
郡
山
市
箱
本
館
紺
屋
、
山
本
茂
雄
、
若
松
保
宏
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